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■史料紹介

『産業福利』第１巻の「発見」と
その意義

梅田　俊英

『産業福利』は，1926年１月に内務省の外郭

団体である産業福利協会によって創刊された雑

誌（ただし第１巻の形態は新聞型で，内容的に

は連載記事が多く雑誌の形をとる）である。同

誌は，1944年の戦時中まで一貫して刊行され，

労災防止などの活動の中心にあったものであ

る。ところが，これまで1926年刊行の第１巻は

どこにも存在が明らかでなかった。大原社研の

協調会旧蔵文庫においても27年の第２巻以後の

ものしか所蔵していない。さらに，国会図書館

ほか各大学図書館などにもない。我々協調会研

究会（梅田俊英・高橋彦博・横関至）は，長年

その第１巻を探し求めていた。ところが，07年

７月，その第１巻（ただし，原本には号数表示

はない）の所在が明らかになったのである。同

巻は08年９月，柏書房から復刻刊行される。

発見のきっかけは，中央労働災害防止協会安

全衛生情報センターの書庫に蒲生俊文の文庫が

あることがわかったことである（横関がインタ

ーネットで検索）。蒲生といえば『産業福利』

の最初から最後までの編輯発行人である。もし

かしたら，同センターに『産業福利』第１号が

あるかもしれないと，電話をしてみた。すると，

同センター作成のデータベースには「創刊号が

ある」とのことであった。そこで早速同センタ

ーの書庫を閲覧させていただいた。ところが容

易には発見できなかった。同書庫が図書館のよ

うに分類整理されておらず，まさに「書庫」だ

ったからである。第１回目の検索は不成功に終

わり，再度の検索でやっと見つけ出すことがで

きたのである。書庫の存在箇所の先入観を捨て

て，無心に検索することによって所在を確認す

ることができた。同誌は「蒲生文庫」ではなく

「武田晴爾文庫」に存在したのである。武田晴

爾とは産業福利研究会（後期の『産業福利』発

行の主体）の理事だった人物である。

原本はＡ４大の新聞型で，ハードカバーによ

り1926年発行の第１巻全号が製本されていた。

表紙には「産業福利創刊号」とあるが，「創刊

号」だけでなく26年発行の全号が含まれていた

のである。原本には「財団法人協調会産業福利

部産業福利博物館」の印が押されている。また，

「全安連図書室」の印もある。製本された後，

同博物館の所蔵となり，戦後，全日本産業安全

連合会（1953年２月設立。略称「全安連」）に

いき，その後，何らかの事情で武田晴爾が所蔵

し，その後同センターに収蔵されたものと考え

られる。

発行状況は，26年１月20日の創刊号から12月

１日の第11号で，欠号はない。頁数は，はじめ

は４頁と少ないが，少しずつ増えていき第11号

では12頁建てとなっている。創刊時には定価の

記載がない。以上から，当初は公的に刊行する

のではなく関係者などに配布することが考えら
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れていたのかも知れない。それが好評だったた

めにだんだんページ数が増やされ，定価もつけ

られたと予想できる。これは現在，図書館など

公的な文書館にどこにも収蔵されていない理由

にもなると考えられる。

『産業福利』創刊号には，産業福利協会会則

などが掲載され，これまで不明だった同協会設

立の主旨が明らかとなった。ほかに，健康保険

法や改正工場法などについての解説があり，当

時の社会政策推進のリーダーとして，同誌が果

たそうとしていた事情を読み取ることができ

る。同誌の発見は，この時期の研究のブランク

を埋めるために大きな役割を果たすこととなろ

う。

（うめだ・としひで　法政大学大原社会問題研究所

兼任研究員）
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